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特発性心筋症に関する調査研究

研究要旨：特発性心筋症は最終的に心不全の病態を呈することから、心不全の発症に関する研究が重要とな
る。今回、心不全 (HF) の発症予測する臨床的要因の組み合わせを、無限アリティ多重検定法 (LAMP) にて
特定し、要因の予測可能な組み合わせの数が増えると心不全を発症する可能性が高くなることを検討した。
32,547 人の心不全の発症をしていない方を対象にLAMP を実行し、心不全の発症を予測できる 4 つ未満の
因子の549の組み合わせを特定した。さらに、別の275,658 人において予測組み合わせを有する数に応じて 
HF 発症の確率を予測できるか否かを検討した。その結果、要因の予測組み合わせの数が増加するにつれて、
心不全の確率が徐々に増加することが明らかとなった。このことから、心不全の発症に一致する予測の組み
合わせの数が増えると、心不全の発症の確率が高くなりことが明らかとなった。

Ａ．研究目的
基礎医学の発展、臨床医学の充実、理工学の進歩に

より、個々人の現状の健康状態を非常に正確に把

握することは可能となってきたが、これまで個々

人が将来発症する病気について正確に予測するこ

とはできなかった。近年、各分野のビッグデータと

それに見合った数学的推計理論を用いることによ

り経済動向や気象変化などが予測可能となり、天

気予報や台風進路などがかなり正確に予測できる

ようになってきた。医療においても電子カルテな

どの普及により比較的簡単に医療ビッグデータが

収集できるようになってきたため、個々人の将来

かかるかもしれない病気の罹患予測が可能となっ

ている。今回その心血管疾患の共通・最終像である

心不全の発症をAIが予測しうるか否かを検討した。 

Ｂ．研究方法
私たちは、約 450 万人の健康ビックデータから基

準を満たした 308,205 人・288 項目の健診・問診・

投薬・レセプトデータを用いて、4 年間に心不全を

発症した方がたの特徴をデータマイニング法の一

つ で あ る LAMP 法 (limitless-arity multiple-
testing procedure, 無限次数多重検定法)を用いて

解析した。まず、308,205 人のうち 32,547 人のデ

ータをもちいて、その 288 項目のデータからどの

ような組み合わせのデータが、有意差をもって心

不全の発症と関係するかについて LAMP 法を用い

て検索したところ、549 個の有意な組み合わせを得

た。次にこれらの項目を有すれば有するほど心不

全を発症し易くなるのではないかと考え、残りの

275,658 人の方たちにこの 549 個のうち有してい

る心不全発症リスク因子と実際の発症確率との関

係を検討した。

（倫理面への配慮）
本研究は、研究倫理審査委員会の許可を得て施行
した。また、後ろ向きのデータを用いているため、
インフォームドコンセントはオプトアウト方式を
採用した。

Ｃ．研究結果
各個人において心不全発症リスク因子を有してい

る個数が 0, 1-50, 51-100, 101-150, 151-200, 201-
250 と増加するにつれて 4 年間での心不全発症確

率は 1.48 から 13.2%へと 10 倍近く増加した。こ

れにより如何なる因子の組み合わせが心不全発症

に関与するかもわかるため、個別化された心不全

発症予防につながるものと考えられた。

Ｄ．考察

limitless-arity multiple-testing procedure を用い、心不

全の『AI 疾病発症予測』が可能となれば、健康診

断受診者個別の生活習慣などを改善することで、

心不全が発症する可能性を軽減することができる。 

E．結論 
心不全のない方が、４年以内に発症する確率を求め
ることに成功し、その因子の解析も可能とした。今
回の研究の成功により、心不全発症予知が可能であ
り、その発症確率の高い方を対象に個別予防医療を
施すことが可能となった

F．健康危険情報 
後ろ向き研究のため健康機器情報はない。
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